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〈概要 〉 ア メ リカ で は ユ ニ バ ー
サ ル 化 の進展 に伴 っ て 1970 年代後半か ら全米の 州立大学や りベ

ラ ル ア
ーツ ・コ レ ッ ジ の

一
般教育で 初年次教育が取 り組 まれ始 めた 。 そ して ， そ の 初年次教育に

欠かせ ない もの が ピ ア ・リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ ・プ ロ グラ ム （peer 　leadership　program ）で ある 。
ピ ア ・

リ
ーダー

シ ッ プ ・プ ロ グラ ム とは，成績や リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ，初年次教育セ ミナ
ー

の 経験をもとに

選抜 された上級生 が，訓練を受けた後 ， 主 に  オ リエ ン テ
ーシ ョ ン ・プ ロ グラ ム ，  リメディ ア

ル 授 業，  アカデ ミ ッ ク
・
ア ドバ イジ ン グ，  寮生活にお ける新入生対象プ ロ グラ ム 等に従事す

る もの で ある。

　本稿で は，ア メ リカ の ピ ア ・リ
ーダー

シ ッ プ ・プ ロ グラ ム に類似す る活動 として ， 立命館大 学

を 中心 に我が国 の 各大学で 取 り組まれて い る ピア ・サ ポ
ー

ト制度等の 学生参画 の 制度を紹介 し，

その 定義と分類 ，活 動の 内容 ，成果 と課題 につ い て 報告，検討する 。

〈 キ
ーワー

ド＞ FD ，大学教育，学生 参画型大学運営 ， 学生参画型授 業 ，
ピ ア

・
サ ポー

ト

1 ．は じめ に

　2000 （平 成 12）年 6 月，文部省高等教育

局 か ら全国の 大学の 学生対応の あ り方を根底

か ら揺 るがす画期的な報告書が出 され た 。 そ

の 報告書は 正 式名称 こ そ 「大学に おける学生

生活の 充実方策に っ い て
一
学生 の 立 場に立 っ

た大学づ く りを 日指 して
一

」 とあ りふれた も

の だ っ た が，通称 「廣中 レ ポ
ー

ト」 と呼ばれ ，

全 国 の 大学関係者に大きな衝撃を与 えた。

　報告 書には 「教員中心 の 大 学」 か ら 「学生

中心 の 大学」 へ の 転換 と，学生 の 自主的な活

動の支援な ど 「正課外 教育」 の 積極的な捉 え

直 しな どが盛 り込まれ，これま で 指導を受 け

る者 と し て の み捉 え られ て きた 「学生 」 に対

す る教職員の 意識 の 変革を求めた。また，「学

生に対する教育 ・指導に 学生 自身を活用す る

こ とは，教育活 動 の 活 発化や充実に資する の

み ならず，教え る側の 学生 が主体的 に学ぶ 姿

勢や 責任感 を身に付け る」試みで あるとし て ，

積極的な学生同士 の 学び合い の 仕組み の 導入

を提 言した 。

　ア メ リカで は ユ ニ バ ーサル 化の 進 展に伴 っ

て 1970 年代後半か ら全米 の 州立大学や リベ

ラル ア
ー

ツ ・コ レ ッ ジ の
一

般教育で 初年次教

育が取 り組まれ始めた。そ し て ，そ の 初年次

教育に欠 かせ ない もの が ピア ・リーダーシ ッ

プ ・プ ロ グラ ム （peer 　leadership　program ）

で あ る。ピ ア ・リ
ーダーシ ッ プ ・プ ロ グ ラ ム

とは ， 成績や リーダーシ ッ プ，初年次教育セ

ミナ ーの 経験 をもとに選抜 され た上級生が ，

訓練を受けた後，主に  オ リエ ン テ ーシ ョ

ン ・プ ロ グラ ム ，  リメディ ア ル 授業，  ア

カデ ミ ッ ク ・ア ドバ イ ジ ン グ ，   寮生活 にお

け る新入 生対象プ ロ グ ラ ム 等に 従事する もの

で ある、

　 日本にお い て も廣中 レ ポー
ト以降，入試広

報や履修指導，学内の パ ソ コ ン指導 （パ ソ コ

ン SOS ）に っ い て学生 の 活用 が進め られ て き

た。また，TA （Teaching　Assistant）と並 ん

で 授業の 中で 上級 生 が下級生 を指導する SA

（Student　Assistant）制度を設けた大学 も多

い
。 さらに学生 の 自主的なボ ラ ン テ ィ ア精神

を大学活性化に 活用す る事例 も数多く見 られ

る 。 特 に愛媛 大学 の SCV （Student　Campus
Volunteer）は閉鎖的な国立大 学 の 学生指導の

イ メージ を打破する もの として
一

躍 有名 とな

っ た。

　 し か しなが ら依然一部の 大学では，これ ら

の 活動 を，学生の 安価な労働力や無償 の ボ ラ

ン テ ィ ア を利用す る取組 としか 位置づ けて い

ない 。「廣中レ ポー ト」 か ら約 10 年 。 大学に

お け る 「学生 」 の 地位は ， 単に授業を受け，

教職員の 指導や厚生 補導を受 ける立場か ら脱

却 した の だ ろ うか 。

　本稿 で は 立命館大学で 取 り組まれて い る ピ

ア ・サポー ト制度 を始め とする学生参画 の 制

度を，新た な FD の原動力 とし て 紹介 した い 。

2 ．日本の FD の 定義の 変遷

　 日本の FD は 1974 年以降， 文 部省，厚労

省が富士 研 修所 で共同開催 し た 「医学教育者

の た め の ワーク シ ョ ッ プ 」 に遡 る が
，
FD と
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い う用語 が
．．．般 に知 られ る よ うにな っ た の は

1985 年の
．一
般 教育学会 （現大学教 育学会）に

FD の 課題研 究 が取 り入 れ られ て か らと言わ

れる。

　 そ の 後 1991 年の 大 学設置基準の 大綱化で

「教員の 教授内容 ・方法の 改善 へ の 取組み 」

と定義 され たが ， 1999 年の 大学設 置基準の
一

部改正 以降，2008 年の 設置基準の 改正 に伴 う

FD 義務化に至 るま で ，「授業の 内容お よび方

法の 改善を図るため の 組織的な研修お よび研

究 」 と狭 く捉 え られ て きた 。

　
一

方 ，
2008 年 12 月 の 中央教育審議会 答申

　「学士課稈教育に構築に向けて 」 で は ，「FD

を単なる授業改善 の た め の 研 修 と狭 く解す る

の で はな く，我が 国の 学＋課程教育の 改革が

目指す もの
， 各大学が掲 げる教育 R標 を実現

す る こ とを目的 とす る，教員団 の 職能開発 と

して幅広 く捉えて い く こ とが適当 で あ る。〜

中略〜　教員の 個人的 ・集団的な 日常的教育

改善の 努力 を促進 ・支援 し，多様な ア プ ロ
ー

チ を組織的に進め て い く必 要が ある」 と述 べ

られ ，旧来 の 「授 業内容 ・方法を改善す る た

め の 研修」 とい う定義か らは大幅に拡大 した

解釈 が提 示 され た。

　 立命館大学で は，こ れ に先立 つ 2007 年 5
月 に FD の 定義を見 直 し，  ＜ What 　for＞建

学の 精神 と教学理念，学部 ・
研 究科 の 教育の

目標の 実現するた めの ，  〈 What ＞すべ て

の 目常的な教育改善活 動で ，   ＜ Who ＞ 教員

が職員 と共 同 し，学生 の参画を得て 実施 し、

  ＜ How ＞ PDCA サ イ クル で検証す る もの

とす る新たな考え方 を導入 し た。こ こ に 見 ら

れ る FD の 目的 と内容 は，「職能 開発 」 とい う

概念を除い て ，そ の 後の 中教審答申 「学士課

程の 構築に向 けて」 （2008 ）で再確認 され た

が，「教職協働」と 「学生参画 1とい う発想 は，

国内外の FD の 定義には依然馴染み がな い も

の で あ っ た とG’え よ う。

　欧州にお い ては，欧州高等教育質保証 協会

（ENQA ）の 「欧州 高等教育圏に お ける質保

証 の 基準 とガイ ドライ ン 」 （第 3 版） にお け

る 「第 1 部 ：高等教育機関の 内部質保証に 関

す る欧州基準 とガイ ドライ ン 」 （2009 ） で 内

部質保証シ ス テ ム の 要件が 7 点挙げ られ，そ

の第 1 点 目に ［質保証 の 方針 と手続 ：高等教

育機 関は，自らの 教育プ ロ グラム と学位の 質

と水準を保 証す るた め の 方針，手続 を有す る

べ きで あ り，そ の 止 式な位 置付けに学生やそ

の 他 の ス テ
ー

クホル ダ
ー

の 役割 を含むべ きで

あ る 」 と明記されて い る。鳥居に よ ると， こ

れ は ， 高等教育の質保証には，大学の ガ バ ナ

ン ス に関 し て ス テ
ー

ク ホ ル ダー
として の 学生

参 画 （学生参画型 大 学運営）が欠か せ ない こ

とを表 して い る と指摘 して い る （烏居，2010）。
　 また，土持は 2010 年度の POD ネ ソ トワー

ク大会で報 告され た，ア メ リカ の ブ リン ガ ム

ヤ ン グ大学 と Utah 　Valley　Universityで 実践

され て い る SCOT （Student　Consultation　on

Teaching）の 取組 を紹介 し， 日本 で言 うとこ

ろ の ピ ア ・サ ポー
タ
ー

の FD 的関与が ア メ リ

カ で も発展 しっ っ ある こ とを指摘 し た （土持，

2010）。

　 とりわけ立命館大学にお ける学生参画型大

学運営や 学生参 画型授業は， 日本独 自の 進化

の 賜物 と捉 えられ がちであるが，欧米にお け

る ピ ア ・り
一

ダ
ー

シ ッ プを は じ め，ガ バ ナ ン

ス へ の 学生参画 や SCOT の 活動 を眺 め る と，

今後 FD が包含する概念の 中に 含まれて い く

可能性が 高い こ とを示 して い る と言える。

　そ して ，我が 国で は これら学生 を，ピ ア
・

サ ポー
タ
ー

や学生 FD ス タ ッ フ と称す る こ と

が 多い が ，以下 の 章で これ ら学生 の 浩動に つ

い て詳 しく見る こ とに した い 。

3 ．ピァ ・サ ポー
タ
ー

と学生 FDス タ ッ フ の 位

置付け

　 ヒ
゜
ア ・サポー

トとは，同 じ学生 同士 （peer）
が ，専門性 を持 つ 教職員の 指導 （supervision ）

の も と，仲間同士 で援助 し，学び あ うシ ス テ

ム の こ とを意味する．多 くは授業 の 内外 で 活

動するが，そ の 業務に対する報酬の あるなし

に は関係が ない 。

　概念 的 には ア メ リカ の 初年次教育で 活躍す

る ピア ・
リ
ーダーと同 じだが，日本では 「リ

ーダー
」 とい う言葉に抵抗感を持 つ 教職員や

学生 が多く，そ の ため そ こ で活動する学生を

「ピ ア ・サ ポ
ー

タ
ー

（Peer　Supporter）」 と

呼び習わす こ とが多 い
。

　図 1 は 立命館大学で 活動する ピア ・サポー

タ
ー

の 位置 づ けで ある 。
ピ ア ・サ ポ

ー
タ
ー一

は

そ の 定義か ら 「業務的 （supervision や指導

監督が ある）」 と 「自主的 ・自発 的 」 の軸の 右

側 に位置 し，「mentor （指導者的）」 と rpeer

（対 等 ・同等的）」の 軸 の ド側に位置する もの

と考 え られ る。

　学内ボラ ン テ ィ ア や学内イン ターン シ ッ プ

に従事する学生は
一般に ピ ア ・サ ポー

タ
ー

と

は呼 ばれ な い。前者は 学生 の 自主的 ・自発 的

な活 動で あ り，後者は
一

種 の 職業訓練 と見な

され る か らで ある。
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　 さらに TA も通常ピア ・サ ポ
ー

タ
ー

と見な

され ない 。なぜ ならば TA はそ の 専門性 ゆえ

に 指導を行 う学生 に対 して mentor と して 対

応する こ とを求め られ て い るか らで ある。

図 1　立 命館大学 の ピ ア ・サ ポ
ー

タ
ー

の位置

づ 壱す　（沖，　2007）

　立命館大学の ピ ア ・サポー ト制度 を特色 づ

ける も の に 「ピ ア ・サ ポー
ト制度 の 3 つ の メ

リ ッ ト」 が ある。
一

つ 目は支援す る対象 へ の

サ
ービ ス の 充実で あ り ，

二 つ 目は ピ ア ・サポ

ー
タ
ー自身 の 学び の 深化 と成長で ある。そ し

て 三 つ 目は業務 を通 して ピ ア ・サ ポ ー
タ
ー自

身が各種 の 企画 や授業運営に参画 し，教職員

とともに教育を変革す るメ リッ ト（FD ，
　SD ）

である。ア メ リカ の SCOT の 活動の 目指す も

の が ま さに 三 点 目の メ リ ッ トに相当する と言

えよ う。

　
一

方 ，学生 FD ス タ ッ フ は ， 大学運営や FD

活 動そ の も の へ の 学生の 参画，意見の 表明等

を行 う学生 ，あるい はそれに伴 う学生主 体 の

企 画 ， 事業 の 実施などに従事する学生 を意味

す る。彼 らは 学生 自治会に所属す る場合 もあ

れ ば ，公 的な委員会等を組織する場合もある。

ENQA に お ける ス テ
ー

クホ ル ダー
として の

ガ バ ナ ン ス へ の 参画 は ， 日本 の 学生 FD ス タ

ッ フ と共通す る特徴で あ る 。

4 ．学生参画型大学運営 を担 う学生活動

　国内の 学生参画型 大学運 営の 実践で有名な

もの には ， 愛媛大学の SCV （Student

Campus 　Volunteer）や，岡山大学 の 学生 ・教

職員教育改善委員会 ，
立命館大学の 学生 FD

ス タ ッ フ
，

立命館大学や北九州市立大学の 学

部執行部 と学生代 表 （学生 自治会） との 懇 談

会などがある。

　愛媛大学で は ， 教職 員 の 支援を得なが ら学

生 が 自分た ちの 問題 を 自分たちで解決 し て い

く公認 の ボ ラ ン テ ィ ア ・ス タ ッ フ を SCV と

呼び ，
ピ ア ＠ カ フ ェ を活動拠点 と し て ，後輩

や仲間，留学生 ，障害を持 っ た学生 ，将来愛

媛大学を 目指す高校生の 支援に 当た っ て い る 。

　また ，岡 1」1大学で は 2001 年度よ り教育開

発 セ ン タ
ー所属 の 委員会 として学生 ・教職員

50 名か ら成 る学生 ・教職員教育改善委 員会が

活動 して い る 。 学生 が委員長を務め，他の 委

員会 と同格 の位置付けで 教育改善学生交流

（i“See2010） の 開催や学生交流 WG ，シ ス

テ ム 改善 WG ，授業改善 WG な どを運 営 して

い る。

　立命館大学で は，大学の 授業にお ける さま

ざま な問題 の 改善や授業の 質向上などを目的

と した学生 FD ス タ ッ フ が活動 し，学生 の 視

線か ら授業改善を考 える 「しゃ べ り場」 の 開

催や，全国 の FD 活動に従事す る学生 が集 う

学生 FD サ ミ ッ トの 開催，山形 大学との 学生

交流企画の 実施，i“See2010 など へ の 参加 を

行 っ て い る。

　 さらに，立命館大学 （学部学友会）や北九

州市立大学 （カ リキ ュ ラ ム を考え る会）では，

学生 自治会 と学部執行部が定期的に 懇談会 を

持ち，教学に関 して 学生 の 要望 ，意見を聴 取

して い る 。 特に立命館大学では，1960 年代 よ

り 4年 に
一

度開催 され る全 学協議会で 学生代

表 と大学執行部等が次 の 教学政策 を協議す る

機会 も保証 され，と りま とめ られ た 内容 は，

報告 書で全学の 教職員，学生 に 広報 され て い

る。こ れ らの 活動 は，ま さに直近 の ENQA
の ガイ ドライ ン に見 られ るガ バ ナ ン ス へ の 学

生参画 と同様の 文脈で あ る と言え よ う。

　そ の 他，立命館大学では ，
マ ル チメデ ィ ア

ル
ーム や RAINBOW サービス カ ウン タ

ー
で

の利用者支援に従事する Rainbow　Staff （約

70 名）や，学園通信 RS 　Web 等を は じめ とす

る広 報活動 に学生 の 立場 か ら関わる学生広報

ス タ ッ フ （約 100 名），利用 され た図書 の 貸

出 ・返却，館内で の 図書案内や質問応対など

に従事す るライブ ラ リィ
・ス タ ッ フ （約 50

名）や，学生 同士 が支援 し合 うこ とに よ り，

キ ャ リア形成や就職活動を盛 り上 げて い くプ

レ
ー

ス メ ン ト ・リーダー
（PL）・ジ ュ ニ ア ・

ア ドバ イザ （JA）など，数多くの 学生参画型

大学運営を担 うピ ア ・サ ポ
ー

タ
ー

が活 躍 し て

い る 。

5　学生参画 型授業を担 うピァ
・サポータ

ー

一
方，学生参画型授 業を担 う ピ ア ・サポー
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ト制度には，関西大学で活動する Learning
Assistant（LA ）制度や 、

’
fl命館大学の オ リ タ ー

／ エ ン タ
ー

制度な どが有名で ある。

　 立命館大学の オ リタ
ー／エ ン タ

ー
は ，オ リ

エ ン テ
ー

シ ョ ン ・コ ン ダ クタ
ー

を略 した立命

館用語 （「エ ン タ
ー

」 は産業社会学部，「オ リ

タ
ー

」 は他の 学部で 用 い られ る）で ，学友会

に所 属す る E級生が 基礎演習な どの 初年次教

育の 支援を行 うもの で あ る。全学で 約 800 名

の 学生が 活 動 し，すべ て各学部 の オ リタ
ー

団

が募集 と研修を自律的に 行 っ て い る。

　 さらに立命館大学では Educational
Supporter （ES ）と呼ばれ る ピ ア ・サ ポー ト制

度 も存在 し，授 業内外 にお け る学生 の 質問対

応や ES 通信 の 発行，模範解答 の 作成， レ ジ

ュ メや 教材 の 作成な どを 中心 と した教員や 学

生 の 支援を行 っ て い る。他大学で は Student

Staff（SA） と呼ばれ る こ の ピ ア ・サポ
ー

タ

ー
は，毎年，全学で 約 800 名 が登録 し，教育

開発推進機構の 教職員が事前研修 と，受講

生 ・担 当教員 ・ES 自身に対する ES ア ン ケ
ー

トに よ る効果検証を行 っ て い る。

6 ．まとめ に か えて

　学 生参画 型大 学運営 の 課題 は，い か に学生

を信頼 し，任せ る こ とが で きる か に 尽 きる。

それ には ，彼 らがサ
ービ ス を享受す るだ け の

お客 さん で は なく，大学 を創造する 「学び の

コ ミ ュ ニ テ ィ 」 の
一

員で ある こ とをまず教職

員が認 識す る必 要が ある。立命館大学に お け

る 「全構成員 自治」の 概念 は，今後，Learning
Community の 発想 とともに新た な装い をま

とい ，ガ バ ナ ン ス や教学 へ の 学生 の 関与 をま

す ます促 進 して い く方向に進む だろ う。そ し

て それ は ，ENQA の ガイ ドライ ン に も示 され

た とお り，高等教育の 質保証 を進め る FD の

定義に包含され て い く ・∫能性 が高 い と考え る。

　
一

方，学生参画型授業 の 最 も大きな課題は

大規模授 業 の 運 営で あ る。小規 模ク ラ ス で は

LA やオ リタ
ー／ エ ン タ

ー，　 ES や SA などが

授業に関与 し，質疑応答やデ ィ ス カ ッ シ ョ ン ，
プ レゼ ン テ ーシ ョ ン を支援す る こ とに よ り受

講生 の 活動 を最大 限引き 1出す形 で 授 業 の 活性

化を図る事例が 多数報告 され て い る。

　 しか しなが ら大 規模私 立大学で 普遍 的に 見

られ る数百名 の 大規模授業にお い ては，数名

の ピ ア ・サ ポーターの 配置で は十分な学生参

画型授業 （Active　Learning ）は 実現 しな い
。

それ に は別の 方策，つ ま り授業内容を厳選 し

て ク リ ッ カ ーや モ バ イ ル フ ォ ン （携帯電話や

ス マ
ー

トフ ォ ン 等），ノ
ー

トパ ソ コ ン や LMS
な どの ICT 機器の 活用が 必 須 となる、これ ら

の 授業で は 「教え込 ま な い 授業」 の 上 夫が重

要で，積み上げ式の 系統学習には不 向きで あ

るが，教養 の 授 業な ど学生に 考え させ る授業

を志向する授業には大い に活用が期待で きる。

LMS に設 け られ た掲示板な どで ピ ア ・サポ
ー

ターが質間や議論の整理 を行 えば，大規模授

業で あ っ て も十分な授 業外 学習が成立 し，ま

た ，双 方向型 の 学習が可能 となろ う。こ れ ら

の 分野に お い て は，今後，教育 T．学や教育情

報学 の 専門家が新たな研 究を積み ヒげて い く

こ とが期待 され，それは ま さし く FD の 実践

研究 と言 えよ う。

　学生 参画型大学運 営に従事する ピ ア ・サポ

ー
タ
ー

や 学生 FD ス タ ッ フ も，学生参 画型授

業に従事する ピア ・サポーターも，高等教育

の 質保 証や教育 ・授 業 の 改善に資す る こ とは

も とよ り，彼 ら 自身 と彼 らが支援する者に と

っ て 大 き な収穫が あ る こ とはすで に述 べ た と

お りで あるt、さらに何 よ りも心強 い こ とは，
ピ ア ・サポーターが後輩 たちに とっ て あ こ が

れ の 先輩 とな り，具 体的な成長 モ デル に な る

こ とが こ れ ま で の 各大学 の 実践か ら読み 取れ

る 。
立命館大学で は，オ リタ

ー／ エ ン タ
ー

を

は じめ多 くの ピ ア ・サ ポ
ー

タ
ー

が応募者多数

に つ き面接や抽選 に よ っ て 選 抜 され て い る こ

とか らもそ の効果は明 らか で あろ うv

　FD が教員 の 「授業の 内容お よび方法 の 改

善を図る た め の 組織的な研修お よび研 究」 と

解され て きた時代は急速に 転換 しつ つ あ る 。
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